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ボールが止まって見える

　元巨人の川上哲治氏が語った言葉で

あるが， 他のアスリートのインタビューな

どでもそれに近い言葉を聞くことがある．

私自身も競技経験の中で 「ボールがゆっ

くり動いている」 ように見えたり， 「身体が

勝手に反応した」 といった非日常的な （あ

る意味神秘的な）経験をする機会があり，

このような現象を解明したいという想いで

スポーツ心理学の世界から視覚に関する

研究を進めている． 特にスポーツのよう

なダイナミックに環境が変化するような場

においては， 厳しい時間的および空間

的制約のもと， 適切な情報源に対して選

択的に注意を向け， 迅速で正確な意思

決定を行う必要があるが， 熟練アスリー

トは優れた知覚 - 認知スキルや， 知覚 -

運動スキルを駆使し， 高いパフォーマン

スを発揮している． このようなスキルに着

目し， 私達の研究室では各種スポーツ

場面での競技者の眼球運動を計測して

いる． 例えば野球の打撃場面では， 打

者は高速で移動する投球に対して正確に

目で追従 （pursuit） することは不可能

であり， いわゆる 「ボールから目を離さ

ない」 ことはできない （Bahill & LaRitz, 

1984）． また一般的に 「速く移動してい

るものがどれだけ見えるか」 を示す動体

視 力 （Dynamic visual acuity） と は，

現在行われている計測方法を鑑みると

「どれだけ速く目を動かすことができるか」

という解釈のほうが正しく， その定義は曖

昧である． さらにこのような動体視力を鍛

える方法として最新のビジョントレーニン

グを行ったとしても， 実際の競技パフォー

マンスとの関係については未だ明確にさ

れていない （Erickson et al., 2011）．

　ではどのようにして打者は高速で移動す

る投球を正確にバットの芯で捉えることが

できているのだろうか？その答えの一つと

して考えられるのが 「予測」 である． 人

間が備えている各種センサー （感覚器）

や， 処理できる容量， 動かすことができ

るモーター （運動器） などには限界があ

るため， 脳の中ではそれを補うための処

理を適宜行っていると考えられている．

ある研究者によると 「我々が見ているも

のはすべて錯覚 （illusion）」 であり，「網

膜に与えられている情報以上のものをみ

ている （下條 , 2002）」． 野球の熟練選

手も実際に投球されたボールの軌跡が欠

損していても， 必要な情報を充填し，

将来ボールが到達するであろう位置を予

測 し て い る （Nakamoto, et al., 2015）．

　また運動 （バットスイング） を行う直前

には視覚情報処理が促進され， 視覚的

時間の拡張が起こると考えられている

（Hagura et al.,　2012） ことなどから， 打

者は実際に見えている以上のボールの動

きを脳の中で作り出し， 物理的な時間以

上に 「ゆっくり」 感じていることができてい

るのかもしれない．

　このようにスポーツ心理学の分野におい

ても様々な現象についての実験的検討

が行われてきたが， 例えばマイケル ・

ジョーダンやタイガー ・ ウッズなどをはじ

め， 多くのアスリートによって語られてい

るようないわゆる 「ゾーン」 などについて

は， いまだ学術的なエビデンスは得られ

ていない． 一般的にはこの特殊な心理

状態である 「ゾーン」 に入ることで， 時

間がゆっくり経過し， 自分の身体が勝手

に反応することができ， 極限に近いパ

フォーマンスを発揮できると言われている

が， 誰もが簡単にゾーンに入ることがで

きるわけではなく， ジョーダンでさえ滅多

にゾーンに入ったことはないと語ってい

る． なぜこのような現象が起こるのか？

今後の研究の課題である．

教える， 学ぶ， 考える

　

　スポーツ心理学が取り扱うテーマの一

つに 「運動学習 （motor learning）」 が

ある． ここでは比較的シンプルな学習課

題での学習方略について検討が行われ
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ているが， 学習者に対して何らかの有益な

（無益もしくは阻害する場合もある） 情報を与

えることはフィードバックと呼ばれている． 学

習課題にもよるが， 多くの学習の場において

「フィードバックをいかに与えないか」 というこ

とが重要であると考えられている． すなわち，

「教えすぎない」 ということである． 学習者に

対してただちに結果やパフォーマンスがどう

だったのかを教えるのではなく， 何度か行っ

た後や， ある範囲を超えた場合にだけフィー

ドバックするほうが学習効果は高くなる． 逆に

学習中にフィードバックを与えすぎるとそれに

依存してしまい， 試合などコーチがいない

（フィードバックがない） 場面では実力を発揮

することができないという事態が起こる． これ

は特に 「ガイダンス仮説」 と呼ばれている．

野球の指導現場でも過度な言語教示によっ

て学習が阻害されることも少なくなく， 期待さ

れたプロ野球の新人選手が 2,3 年で引退し

ていく姿を目にする度に， 周りの指導者の責

任が問われることもよく聞かれる． 例えば野

村元監督や落合元監督などは 「コーチはな

るべく教えてはいけない」 という表現を用い

ている （野村 , 2008; 落合 , 2001）． これは

単に選手に対して何も情報を与えてはいけな

いということではなく， コーチの主観的な思い

込みを押し付けず， 選手自身に考える力を

つけさせるような自己調整学習を促している

ことなのだろう． このような 「考える」 ことは

選手にとって極めて重要であり， 特に野球競

技はその特性上， 練習中だけではなく， 試

合中のプレーの合間でも多くの場面で考える

時間が与えられている．

　しかしながら， 「考えすぎる」 ことにより，

いわゆるスランプのような状態に陥ることも少

なくない． イップスにも関連があるが， 考え

すぎて身体をスムーズに動かせなくなるような

現象は， paralysis by analysis （分析による

麻痺） と呼ばれている （Beilock, 2010）． で

は考えすぎないためにはどうすればいいのだ

ろうか？その一つの答えとして潜在学習

（implicit learning） が注目されている． こ

れは学習者による顕在的な， 明示的な意識

を伴わない運動学習方略であり， いわゆる

選手本人が知らないうちに学んでしまうような

学習である． 野球の投球予測においても，

潜在的知覚トレーニングにより予測スキルが

向上したとの報告もある （田中 & 関矢 , 

2010）． 先述の動体視力の例で言えば， 特

殊なビジョントレーニングを顕在的に行うより

も， 現実に近い投球を数多く見させることの

ほうが， より現実的な打撃スキル向上につな

がるのだと思われる． ただ潜在性を考慮した

学習方法を促すことは簡単ではないため，

実際の競技現場で選手に何を考えさせ， 何

を考えないようにさせるのかは今のところ指導

者による 「さじ加減」 に頼るしかない．

広い視野で見る

　これまで私達が行ってきた眼球運動計測に

おいて， 熟練者はただ闇雲に視線を動かす

のではなく特有の視覚探索パターンを有して

いたが， その際 「何を見ていたのか」 につ

いては明確に答えられないケースがほとんど

であった． これは視対象に対して過剰な意

識を置かず， いわゆる 「ぼうっと見ている」

ような状態であったと考えられる． 剣道の世

界には 「遠山の目付」 と呼ばれ， 相手と対

峙した際には相手の動きに惑わされず， 相

手の目に対して視線を向けつつ， 半眼で遠

くの山を望み， 全体を大きく広く捉えるように

観ることが大切であると言われている（図 1）．

　実験でも熟練剣士は相手の目から視線を

外 す こ と は な く， 相 手 の 目 を 注 視

（fixation） していたというよりは， 相手の目

に視支点 （visual pivot） を置き， 周辺視

を活用して幅広い情報を得ていた （加藤 , 

2004）． このようなストラテジーは打者が投手

の動きを見る際や， 野手が打球判断をする

際にも見られ， 空間的のみならず， 時間的

にも広い範囲からも情報を集めており， 先述

した 「予測」 が用いられている．

　私が学生だった頃， あるコーチング研究の

先生から 「研究テーマなんてものもは現場に

ゴロゴロ落ちてるよ」 と言われたことがある．

つまり， 競技者や指導者が経験したものは，

そのまま学術的な研究課題につながるという

意味である． 現場にはいまだに多くの研究

テーマが埋もれており， 現場の知見に対して

研究は追いついていないのが現状であると言

えるだろう． しかしながら， 一方では先述し

たような研究で解明されたことが実践の場で

役に立つことも少なくない． いわゆる理論を

生かしたコーチングの可能性は極めて大き

い． 今回の創刊号では 「両者間の流動性

を高める」 ことが期待されているが， まさに

今後目指すべきは現場と研究がより綿密に連

携を取ることである． その意味でも選手， 指

導者が 「普段考えていることは研究そのもの

である」 という研究マインドを持ち， パフォー

マンスの向上を目指すだけでなく， 研究の

世界にも積極的に進出することが望まれる．

　とかくそれぞれの場にいると， 周りが見えな

くなることは多いが， 今目の前に見ている事

象にのみ囚われるのではなく， 周辺視のよう

に大局観でものごとを捉えることを心がけ，

目を大きく開いて現場から研究までの野球界

図 1：「遠山の目付」の概念
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全体を捉えてほしい． 全ての野球に関わる

人が日本の野球界に貢献していくことを期待

したい．
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